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組織並びに血液内アセチーノVコリン含有量に関する研究
 
11組織反び血液内アセチーJレコリシ含有量について

千葉大学医学部薬理学教室く主任 小林龍男教授〉

染谷芳仁 
  
YOSHIHITO SOMEY A 
実験方法 
第 1篇においで実験方法の吟味を行った後，本法
により各種条件下においで白鼠の組織及び血液内の
A. Ch.含有量を定量した。命組織抽出液の作成法
は失の]!lりである。 
組織抽出液作成法:
組織中には速かに A.Ch.を分解する酵素 Ch.E. 
jが存在ナミ5から，そのめを抑制ナるた必 1:2・105濃
度のヲゴスチグミ ν加 Pレゲノレ氏液中で磨砕し，叉
中枢神経組織内の Ch.E.量は特に多量であるから
ワゴスチグミン濃度を 1:5・103とし，とれを 5分
間沸騰せあ熱湯中にで加温し，後直ちに A.Ch.の
分解を防「目的で冷蔵庫内に貯え， 24時間後再び取
出し約30分放置し室温と同じくしで定量ナ否。
使用動物は，白鼠で特に明記したもの L他は 80"， 
100gの体重を有ナミ5健康なものを用いた。
定量に供した組織体液は脳髄，脊髄，心筋，横紋
筋〈股直筋，中間股筋，宇臆筋)，血液で各々 20倍
事に稀釈して用いた口
実験成績 
1.IE常時組織及び血液内 A.Ch.含有量 
E常時における各組織体液中の A.Ch.量は第 1
表咋示した如(，脳髄 5.0"-'5.2y(ナぺで 19に付〉
1:6・106，心筋は 1:4/5・107，血液は 1:2/3・107，
横紋筋は 1:2/3・107A. Ch.に相当した値を示し
たが，各組織体液はナベで 20倍に稀釈した関係上 
その含有量は，脳髄は 5.0y，脊髄は 3.6y，心筋は
1.6y，血液及び横紋筋は '1.3yとなる。以後 A.Ch. 
含有量の詐算は ζれにならった。(第 1図 -5図参
照〉 
( ( 

正常脳髄 1: 4・106 A. Ch. 
第 1図脳髄 
f ζ 

脊髄 3.4 1"'"oJ3.6y，心筋 1.61"'"oJ1. ，1.4y川.l1.0血液1'，7
E常脊髄 1:6・106A..Ch. 
横紋筋 1.0-1.41'の値を得た。
第2図背髄
その 1例を挙げれば，脳髄は 1:4・106，脊髄は 
てマ空F了2J31 4 I5 I6 I7 I8 I9 10 111 I可13114ji副平均
中 5.2 5.0 5.0 5.0 5.2 5.2 5.0 5.0 5.0 5.2 5.2 5.2 5.2 5.2 5.0 5.1脳髄 
本軍
3.6 3.6 3.6 3.6 3.6 3.6 3.6 3.4 3.6 3.4 3.6 3.6 3.6 3.6 3.6 3.5系 脊髄 
1.6 1.7 1.6 1.6 1.7 1.6 1.6 1.6 1・7 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6末 心筋 
1.3 1.4 1.4 1.0 1.4 1.0 1.0 1.4 1.4 1.4 1.4 1.4 1.4 1.4 1.4 1.3柏、 横紋筋 
1.3 1.4 1.4 1.4'1.4 1.4 1.4 1.4 1.4 1.4 1.3 1.4 1.4 1.4 1.4 1.3血液系
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正常心筋 1:4/5・107 A. Ch. 一一_J
第 3図心筋 
正常血液 1:2/3・107A. Ch. 
第 4図血液
正常横紋筋 1:2/3・107A. Ch. 
第 5図横紋筋 
2.窪輩、時における組織及び血液内 A.Ch.含有
量
a. Pikrotoxin注射時 A.Ch.含有最 
Pikrotoxin 0.0058mg (1g につき〉を背部皮下に
注射ナ与と 10"，12分にして軽度の震顛に失いで、間
代性窓撃の発作を起ナ様になる。 2"， 3回目の発
作時を選んで採血，腕頭して実験材料を得た。 
Pikrotoxin によあ窪撃発作時には中枢神経系及び
末柏系共にま曾加を示し失の如き値を得た。脳髄 
6.6"(，脊髄 4.0，.4.4"(， 心筋 2.0，-，2.5"(， 血液 2.0"" 
2.5"(・，く第 2表参照〕 
b. Strychnin注射時 A.Ch.含有量 
Strychnin 0.0018mgく誌につき〉を背部皮下に詑
射ナると約五分前後にしで反射性患撃を発する様
になる。との痩撃状態の問に断頭した。 Pikrotoxin
底撃時におけると略々同様な結果を得たのであるが
この際には脊髄において著拐な噌加が見られた。脳
髄 5.0"(，脊髄 4.5"，6.6"(，心筋 1.6"，2.0"(，血液 1.6 
""2.0"(，横紋筋 1.6，.2.5"(，く第 3表委照〕 
3.麻酔時に於ける組織及び血波内 A.Ch.含有
量
麻酔の深度を体位反射消失時及び角膜反射消失時
の2段階に分けで観察した。 
a. Urethan麻酔時 A.Ch.含有量 
1. 体位反射消失時 
Urethan 0.14mgく19につき〉背部皮下注射後 9 
-13分にしで体位反射は消失した。 ζの際には中
枢神麓系及び末梢神経系ともに A.Ch.量;は減少
したが，心筋は柏噌加を示した。脳髄 3 .4r..J4.0y， 
脊髄 3.4"(，心筋ll'1.6"，，2.Oy，血液0.6--0.7γ，く第 4表
参照〉
'第 2表 Pikroto玄in注射時A.Ch.含有量
て弓ヂi1 I 2 13川元1平均112 ¥. 11¥ 3 1 4 5 I 6 I7 I8 I 9 ¥ 10 1 
出わ:|:i;:l:一一一 
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1 
本中区 脳髄 
系 脊髄 
6.6 6.6 
4.4 4.4 
6.6 
4.4 
末梢 心筋 
系 血液 
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第 3表 Strychnin注射時 A.Ch.含有量
3 4 8て君子i1 2 !と161 7 1--gl-_iO-(平均r
5.2 5.2 5.0 5.0 5.0 5.0 
5.0 6.0 6.0 6.0 5.0 5.3 
1.6 1.6 1.6 1;6 1.6 1.6 
2.0 2.0 1.6 2.0 2.0 2.0 
2.0 " 1.6 1.6 2.0 2.0 1.9 
1
ム 
日目  
枢系
中 5.0勝髄 50l50 l50 
6.6 5.0 I4.5 I4.5脊髄 
nbnMnM
1.6 1.6 1.6 2.0心筋末
2.0 2.52.0 2.0 
9hM9
横紋筋精
2.0 2.0 2.02.0系血液 
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ii. 角膜反射消失時 時における主同様 A.Ch.量は減歩を示したが 
Urethan 0.14mg (訟につき〉背部皮下注射後 Urethanによる体位反射消失時におけるよ P更に 
100 rv 120分にして角膜反射は消失した。角膜反射 著明な減少を来しでい認ととが注目されあ。脳髄
泊失時には中枢神経系及び末梢系共に著明な減歩を 2.2 r-.J2.81'，脊髄 2.8y，心筋 1.4 r-.J1.51'，血液 0.5〆V
来したが，特異なととには体位反射消失時よ P更に 0.6γ，横紋筋 1.0"，-， 1.11'，く第 6表参照〉
減少した。脳髄 2.8rv 3.21'，脊髄 2.4，..， 2.81'，心筋 ii.角膜反射i消失時 
1.3 r-.J1.51'，血液 0.5rv 1.0y.く第s表参照〉 前回と金〈同様な方法で麻酔を摘せは、 12，-，14分
b. Ether麻酔時 A.Ch.含有量 にして角膜反射は消失ナミ5。中枢，末梢共に減少ナ
i. 体位反射消失時 与が未檎系の減沙は体位反封消失時よ B更に著明な 
Ether 2ccを小綿球中に浸じ小型〉ゲラメ鐘くl苛 ものとなった。脳髄 3.41'，脊髄 2.81'，心筋 1.3 rV 
表参照〉7(第0.8y.，.6横紋筋O.，O.4y1'，血液1.5分にし4r-.J6にで覆い，麻酔を地せば2500cc)容 
て体位反射消失ずる。との揚合には Urethan麻酔
¥政11， I4-1_!-，可2 
勝、髄 3.4 3.4 3.4 3.4 3.4 
京区
3.4 3.4 3.4 3.4 3.4脊髄系
寄心筋 2.0 I2.0 I2.0 2:0 
系血液 0.71 0.7 1 0.6 0.7 0.7 
a6_l7f
ワ1すM副司τVST函
出;:iJ回二l判手伝同i171
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:三型三 I2 I 3 I可寸計ナf7l り旦到竺閉記~J~~_ 
引2.82132i;:;[;:;|;:!;:; 3.2 2.8 2.8 2.8 2.8 2.8 2.8 2.8 2.8 2.8 2.81 2 41 2.8 1 32.812.812・812引2.81'2引 2・7 
末 l心筋1 1.5 1 1.5 1 1.3 1 1.3 1.3 1.3 1.3 1.3 1.3 
一
1.31 1.4' 1.51 1.5' 1.3' 1.3' 1.3 
精 l - 一横紋筋I
系|血液10.61 0.61 0.61 0.6 0~61 0~61 0~61 0~51 0:~61 0~61 0牟6
第6表 Ether廊酔時 A.Ch.量く体位反射消失時〉
I 8 I 9 1-10 I-;，I3_L:_--'-S-I=i 戸1ヂ|¥1〈 
中 2.8 2.8 2;8 2.2 2.4 2.8 2.8 2.4 
京区 12 髄118髄 2.8 2.8 2.8 2.8 2.8 2.8 2o8 2.8 2.8系
末 1.4 "1.4 1.4 1.4 1.4 1.4 1.4 1.4 1.5心筋 
1.0 1.0 1.1 1.1 1.1 1.0 1.1 1.1 1.1梢 横紋筋 
0.5 0;5 0.6 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.6系 血液 
耳切亙~~I!5 l!主 
2.61 ー 2.6 
2.81 - 2.8 
1.4・-
1.01 -
0.51 ー 
第 7表 Ether麻酔時 A.Ch.量(角膜反射消失時〉
¥砂11 I 2 I 3寸4円 16τ←一一f 8 I 9 [ 10 I平均 
枢中勝目 MlZ41 mlZ812つ24|
脊 2.81 2. 1 2.4 1 2.4 1 2.8 1 2.4 
2412424124 
2.8 1 2.8 1 2.8 1 2・6"'8 系
末 心筋 1.3 1.3 1.5 1.3 1.5 1.3 
本有 横紋筋 0.8 0.7 0.6 0.6 0.8 0.8 
系 血液 0.4 0.4 0.4 0.4 0.4 0.4
品 
1
よれ
Qdpoa
1.3 1.5 1.5 1.3 
unu 0.6 0.60.7 0.6 
A 0.4 0.4 0.4 0.4 
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4. 疲労時に於ける組織及び血液内 A.Ch.含宥
量
白鼠を疲労させる方法としては種々挙げられるの
であるが私は捗泳試験法によった。首長泳試験法はナ
でに Gaarenstroom， Waterman，Laqueur(18)， 
Waterman(19)，Waterman，Danly，Gaarenstroom， 
Spanho旺， Uyldert'く20)，その他多くの人々によって
試みられているので、るるが条件c一定と，徹底した
全身の疲労を期待ナる場合を考え，更に多歩の改良
を加えて次の如〈実施した。
訪主詠疲労試験法:
荷重 5gを白鼠尾尖端部に着装し磁性同筒く直経 
31cm深さ 48cm) 中に常に 320 に保ちたる徴溢 
湯を満し，その中にで瀞泳せしめる。最初の平泳の
状態から 3"，， 4分にして立泳の姿勢を取れ 8""9
分にして鼻尖端部のみを水面に現わした立詠瀞泳法 
をなす。以後次第に水面下に沈降の顔度は多くなり ‘ 
還に 27"，38分にして水面に浮上不能となり筒底に 
沈溺せん左ナ-50 との時素早〈水外に取出し 15秒
の休養を与え再び捗泳を続行させる時は 4"，，8分に
して沈溺状，態となる。との際又水外に取出して休養
せしめと5。とれを繰返し， 15秒の休養を与えるも
金〈排泳不能の状態となる主で実施ナる。全競泳時
聞は 37，.56分で全〈活字泳不能の状態乏なれoとき
を以って疲労時と看倣して，直ちに心臓穿刺により
採血の上断頭した。
疲労時の A.Ch.量を測定ナる前九捗泳時にお
けるA.Ch.量を測定しで疲労時とり比較を試み 
た。競泳時は 8"，9分にして鼻尖端部のみ水面に出
して排除する様になった時を選ぴ断頭した脊髄及び
末梢系に於て噌加を示した。く第8表参照〉
第 8表辞泳時 A.Ch.含有量
~ヂJ 1 J 2 J 3 I4 1 5 j617 1平均
脳髄 5.0 5.2 5.0 5.0 5.2 5.0 
5.0 5.0 5.0 5.0 5.4 5.2 5.01 5.0脊髄系

末
 2.0 2.2 2.0 2.0 2.2 2.2 2.0 2.0心筋 
1.7 1.6 1.6 1.6 1.4 1.4 1.3 1.5柏、 横紋筋 
1.6 1.6 1.7 1.4 1.4 1.6 1.4 1.5系 血液 
枢中
b. 疲 労 時
A. Ch.量は脊髄に柑々帯量した以外はすべて減
歩した。特に血液内の減少は著切であった。脳髄
1'，血液1.6，.，1.3心筋，4.2-4.0y脊髄1'，4.0 0.3"-' 
0.4y，横紋筋 0.9y，く第 9表参照〉
5.副腎別出後における組織内 A.Ch.含有量
疲労と副腎との関係を見ミ5ために副腎別出実験を
行った。副腎別出は Ether麻酔く8，.，10)分により
背部より行い片側別出後 1週間の間隔を置き他側別
出を施しその後脆落症状く食欲欠乏及び無力及び後
肢運動不活設〉の発現 (6，-， 12日〉を待ちて実験し
た。
副腎を別出したものでは，中枢系，末梢系とも著
明に減少したが特に血液及び横紋筋において減少度
は大である。脳髄 2/，脊髄 2.5y，心筋1.3y，血液
0.2y，横紋筋 0.5~0.4y， (第 10表参照〉
第 9表 疲労時 A.Ch.含有量
て--惣「汗 2 1 3 I4 I5 1 6l-71 sI9 1 10 111同131141判平均
4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0下瓦民|
系l脊 4.2 4.2 4.2 4.2 1 4.2 1 4.2 4.2 4.2 4.2 4.2 4.2 4.2 4.0 4.0 4.0 4.1 
筋
紋

心横血
末梢系

1.3 1.3 1.6 1.6 1.3 1.3 1.6 1.3 1.3 1.3 1.3 1.3 1.3 1.3 1.3 1.3 
0.8 0.8 0.8 0.8 0.80.9 0.9 0.7 0.7 0.9 0.9 0.8 0.8 0.7 0.8 0~8 
0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.4 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.8 0.3 0.3 
第 10表 副腎別出後の A.Ch.含有量
¥寸ヂ/1-i2T3T-i-T5-r6 !7i8 I9 110 1111ロ1131141151平均
2.2 2.2 2.2 2.22.2 2.2 2.2 2.2 2.2 2.2 
中|麟髄!ヤ雲脊髄 2.51 2.5 1 2.5 1 2.5 2.5 2.5 2.5 2.5 2.5 2.5 2.512.5 2.5 2.5 2.5 2.5 
1.3 1.3 1.3 1.3 1;3 1.3. 1.3 1.3 1.3 1.3 1.3 1.3 1.3 1.3 1.3 1.3 
0.4 0.4 0.4 0.4 0.4 0.5 0.4 0.4 0.4 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.4梢横紋筋 
0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.20.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0~2系血液 
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第 11表
学
~ヂl 16 I7六19)10 111 112 1州市|平均

中 3.8 3.8 3.4 3.7 3.6
3.7 3.4 3.8 3.7 3.7 3.4 3.4 3.8 3.8
骨造 日露
枢
3.2 .3.2 3.4 3.4 3.4 3.4 3.4 3.4 3.4 3.4 
 3.4 3.4 3.4 3.4 3.4
，可~定‘脊髄 
4 1.5 41.1.41.51.5 .5 3 1.4 1.3 1.3 1.5 11.1.51.41.41.5 
 1.
末 心筋 
柏、 0.6 0.6 0.6 0.6 0.6 0.6 0.6 0.7 0.6
横紋筋 
0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 
ー6 0.6 0.6 0.6 0.6 0.6 0.6 
.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3系 血液 
。。
庁 い
6.副腎別出後酵泳疲労時 A.Ch.含有量 第 12表 副腎皮質ホルモシ注射後疲労時間
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副腎別出後脆落症状の発現を符ちて跡泳疲労試験
を行った。との際は疲労時間は正常時土 D透かに短
縮し 1"，2分間には立泳状態となり 2"，3分にしで
例数一1
4 6鼻尖端部のみを水面に現わし， 分にで沈溺し"， 
nm
臼印回9hHq
由。山
佳噌ム 
2 22 

1iooa
d ι τ  
始め 15秒の休養後は 15-25秒にして早くも沈溺 3 
4
しその後は 15秒の休養を与えるも激泳不能となり
5
金肱泳時間は 5"，7分にして正常白鼠の疲労時間の 5
唱 
門4
可d
6
1/7"， 1/9に短縮ナる。 A.Ch.含有量は正常疲労
nvQd
72 
71 

7 42
時より低値を示したが，心筋以外では，副腎別出の 可4
i3
8 46 

みの場合よりは高値を示した。脳髄 3.4'"3.8y，脊 l
髄 3.4---3.2y， 心筋 1.5ん 1.3y，血液 0.3，横紋筋 第 13表皮質ホルモν注射後疲労時A.Ch.量
末梢系 
l平均
陸自立|;:4.0 4.6 4.0 3.9 4.0 4.2 4.2 4.0 
心筋 1.4 1.3 1.3 1.3 1.3 1.3 
横紋筋 0.9 0.9 0.8 0.8 0.8 0.8 
血液 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 
失司ヂf1I 2 1 3 I 4_ I 
中
寺区
系 
5 
副腎別出後皮質ホルモシ注射時 A.Ch.量 
表参照〉11，く第0.6y.，0.7

7. 疲労時の A.Ch.含有量に及ぼナ副腎良質ホ
ルモシ注射の影響
白鼠に第 1日 1.0cc第 2，3，4日に 0.5cc宛背
部皮下に皮質ホルモνを注射し，第 5日の挽泳疲労
試験の際は 3時間前に '0.5ccを注射した。
皮質ホルモシ注射は正常時の疲労時間を明らかに
く5-，_.9分〉延長せしめたが A.Ch.量には変化は 第 14表
見られなかった。く第 12及び 13表参照〉 
8. 副腎別出後副腎皮質ホルモシ注射時 A.Ch. 
含有量
両側副腎別出後において第 1日に 1.0cc第 2日
以後は毎日 0.5cc宛皮質ホルモシを背部皮下に注射
し，断冒頭はホルモZ〆注射後 3時間にして行った。
各組織とも A. Ch.量の減少は皮質ーホルモシを
注射しない揚合よ P僅少であった。脳髄 3.2---2.8y，
脊髄 2.9---2.6y，心筋 1.3-1.5y，血液 0.2-0.3y，
横紋筋 0.6....0.5y，く第 14表参照〉 
9. 副腎剥出後の良質ホルモレ注射後疲労時 A. 
Ch.含有量
両側副腎別出後の皮質ホルモシの注射は，第 1日
に 1.0cc第 2，3，4，5日に 0.5cc宛とし，競泳疲
労試験を行う。第 5日には 3時間前に注射した。 
A. Ch.量は皮質ホJレモン注射をしたい揚合より高
い値を示した。く第 15表参照〉 
6 
中 日露 骨造 2.8 2.6 2.9 2.8 2.6 2.8 2.7 
4区
脊髄 2.8 2.6 2.9 2.8 2‘6 2.8 2.7系
末 心筋 1.4 1.4 1.5 1.3 1.4 1.4 1.4 
梢 横紋筋 0.6 0.5 0.6 0.6 0.6 0.6 0.5 
系 血液 0.3 0.2 0.2 0.3 0.3 0.2 0.2 
第 15表 
平
543~ヂi
54 
77 
5 
省、
-326ー 千葉医学会雑誌 第29巻 
10.副腎別出後及び副腎別出後皮質ホルモシ注射 
後疲労時間 ー
a. 副腎別出後疲労時間
両側副腎別出後第3日及び第 5日の 2恒iに捗泳疲 
労試験を行い疲労H寺間を比較した。その結果第3日
に比しで第5日は著明な活字掠疲労時間の短縮を来し
た。く第 16表参照〉 
b. 副腎別出後皮質ホ Jレぞ ν注射後疲労時間
両側副腎射出後の皮質ホノレモン注射は前回と金〈
同様にして行い，活主詠疲労時間は同様I-C:第 3，5日
の2回に行った。第 5日における疲労時間は第3日
のそれに比して大差なし皮質ホルモン注射をしな
い場合より延長した。く第 17表参照〉
第 16表副腎別出後疲労時間
例 [罪労(分3時 I(g重〉 |l 5時〉間 体匂重3間日 体 第疲労仁身 H l 〉 
1 I 11 63 6 54 
2 17 65 1] 58 
3 13 65 4 57 
4 13 74 9 58 
5 17 64 死亡 
6 19 61 16 58 
7 13 73 5 65 
8 11 60 死亡 
9 15 59 7 49 
10 12 61 5 54 
11 12' 58 5 52 
第 17表副腎射出後皮質ホルモン注射後疲労時間
A. Ch. によると考えられるようになって来でい、
る。然らば中枢の興奮時における A.Ch. の含有 
量は如何なる状態を示ずかを見ると，底翠毒で、ある
Strychnin痘撃時の中枢神経系における A.Ch.量
については 1937年 Loewi(2りが蛙において初め
て実験を試み，正常時の値上り約2倍の帯量を認b
Z.及びH. Kowarzyk，FeglerJ.，失で17で居 
LeIusz主achowicz(2)は家兎においでは A.Ch.量
の反って減少の結果を得たが破傷風毒素の投与によ
っては暫加したと述べてい答。また J.Feldman 
及び E.Gel1hornは中枢神経系を脳髄と脊髄に分
けて検索し，家兎におW て A. Ch. 量の噌加を認
めている。
私の実験で、は Strychnrnにより脳髄及び脊髄に
噌加を示し，特に脊髄における噌加は著しくとれは 
Strychninが脊髄の反射興奮性の異常な尤進を来さ
せる点で興味がある。 
:1拡1注射による間代性窪撃時にはPikrotoxin叉
神経系及び末梢系共非常な暫量を来した。とれは中
枢神経系及び末梢系における刺桜伝達の過程が，節
前繊維の刺泌がシナプス及び運動神経筋終板におけ
る A.Ch. の産主主によフて導かれるものであると
いう， Loewiの詑K従うものと考える。
失に麻酔時における A.Ch.含有量をみると，奥
田(:J3)は各種麻酔剤投与によって試験管内或は生体
内の Ch.E.活動は抑制され中枢神経系においては 
A. Ch. の遊離及び合成が促主主されたと述べたが，
私の実験で、は A.Ch. tZ)減少という全〈反対の結果
を得た。麻酔剤o ACh.に及ぼ"j-彰響についての田一 第 一 疲 一
字、ノ 一
「31
分 一 一 次
一労心一;:::-A一日間一 四 寺 、 ノ 一一5一 私 」 卜 
z - -
一 l 分 一
一例数一 
1234 
伺 
ω
一河田部位的
一日間
LPfbittt
報告は良に少いのであ忍が Ch.E.に対ナる作用に
1)関しゼは F.， Plattner u，O. Gahler 1928(:1.，F. 
A.F. Heim u. ，) Hou 1930(27L.C，Plattner u
Fahr 1939，<劫撃の発表がるり Ch. E.の活動を抑
制ナる主いう点では諸家の意見は一致している。 
F. Plattner u. 0，GahIer は麻酔剤の吸着作用
一ρ
一 小
2
担 
白
h H Y
li
UH
2522 71 
ZU
回
によるならんと詑明し，奥田は一般酵素に対ナる如£
り
UCURU
pooOA
21 
く蹴醇剤が仇〈ものと考えている様でるあ。然しな
19 687 
がら J.Feldman u. E. Gellhornは，薬物を用 h
246 18 67 
23 648 27 
者 襲
Dale --抵の波性伝建設によれば副交感神経の節 
後繊維の興奮は務末においで A.Ch. を遊離し，
これによ P刺讃伝達が行われると云い叉自律神経の
神経節においてもその興奮伝達は A.Ch. により
行われ更に運動神経終末より横紋筋への興奮伝達も 
いることなし蛙を援bて昏睡状麓に陥ちぜた際に
は中枢神経系〈脳髄及び脊髄〉の Ch. E.活動と 
A. Ch.量は共に減少し中根神経機能の復旧と同時
に Ch.E.活動及び A.Ch.量も正常に回復ナるの 
を認必ていo。
組織における Ch.E.活動と A.Ch.量とは必
ずしも平衡して存ずるものとも云いきれず，諸家の
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成績は種々相違しているのでるるが Martini(27)， 
NachmansohnC:28)によると神経切除により A.Ch. 
の産生は中絶され被支配筋の Ch.E.活動は減少す・
忍と遮ぺ， Brucke(悶は節前繊維切除により頚部交
感神経節の Ch.E.活動の減少を認めでいる。
くめは家兎及び、Pighini'入0.3MacIntoshC更にきた 
犬に於で Strychnin及び破傷風毒素投与により中
枢神経系の Ch.E.活動の噌加するのを指摘してお
り， Croxa枕0(.3¥1)， Veniamin(33)は運動神経刺搬に
よB筋 Ch. E.活動は噌加ずるととを見でいる。か
〈見ると Strychnin癒撃による多量の A.Ch. の
産生によつで Ch.E活動が調節的に噌加したもの
と考えられるし，'A.Ch.量の減少の程度が麻酔の
深浅に従つでいることは，麻酔現象が直接A.Ch. 
の減少に関係しているもの吃思われるのである。而
しでA.Ch. ID.減少に伴い調節的に活動の減少を来
し，旦麻酔剤直接作用によって Ch.E.活動の減少
は促議されるものと思考される。
副腎機能と疲労との間には密接な関係があると考
えられてい与。又副腎機能不全文は副腎別出動物に
おいて著明なる筋無カ症の現われるととは会nられで
いる。従ってとの場合の A. cli.合有量は如何であ
ろうか。私の実験によると副腎別出に上って組織内 
A. Cll.貴の著明に減少ナるのを見たのであるが話IJ
腎脆落による A.Ch.の減少について原図的に 2つ
の場合が考えられる。その 1つは副腎皮質欠損によ 
P糖新陳代謝障碍く34.)，く15)可溶性蛋白質・の減少。6ち
K の噌加くめ，水分及び握類代謝障碍等の甚だ多様
の症状を現し，之等の諸症候群の原IZc1を一元的なも
のに帰するのは困難で、あれ之に対しては今日前多
くの異論が4かくない現状であ忍が，之撃の原因によ
つで A.Ch.の産生能力の減退を来して興奮伝導l寧
碍を起し筋無力症的脆落症状を呈しで来るものと考
えるととが出来る。
他の 1つは副腎別出時の Ch.E.活動であ忍が，
とれに関ナo研究は極めて少くそむ中で里子宮く拘は
白鼠の横紋筋内 Ch..E.を定景し，副腎別問時に於
で Ch.E.活動の噌加を見でいる。 ζの点上り察ナ
れば，副腎別出時 A.Ch.量の著明な減歩は副腎別
出陀よる Ch.E.活動の智加により A.Ch.の分解
が促進され，従って伝導障碍を来し，無力症の発現 
をみるものと考えられるが Ch.E.活動の噌加によ
つでのみ A.Ch.の減少が起るものと案ずるのは早
計でああ。
運動時における A.Ch.の噂加及び、疲労時におけ
る A.Ch.の減少は，漣続運動による神経使用のた
必シナップス及び運動神経終板における A.Ch.の
産生は一時旺躍となるもやがて筋神経の酷使のた必
神経興奮の源泉となるべき物質の消粍，代謝物質の
蓄積，構成物質の物哩化学的変化等によってシナヅ
プス及び運f動神経終板における A.Ch.産生能力の
減還を来しで，還に刺磁の伝導不能に陥 P疲労ナ石
ものと考えられる。
連続運動によって A.Ch.産主主の高堂るのは，慌
泳時にA.Ch.の噌加するとと及び副腎剥出時に減
少したものが瀞泳により噌加ナ与ととからもうなず
かれるととで、あ名。
副腎別H1疲労日きの五常疲労時より低下していると
し及び副腎刻出後皮質ホノレモン注射時疲労におい
でA.Ch.量がその中間位tこるるのは副腎別出によ
る A.Ch.産生能力の程度の差に上るもので副腎別
出により A.Ch.産生能カが減退じたた必でちると
J思われる。又脊髄において捨加しているのは A. 
Ch.費生能力の差異 E酵泳蓮軍司においては脊髄!有シ
トウプス A.Ch.の産生能力の高いと ξ を示ナもの
で，その結果脊髄で、噌産過程にあるに拘らず，他都 
ではすでに減産過程に移行して伝導障碍を来してい 
るものであろう。疲労部位としては村山く31))により
更に Colb，Forbes(e均は筋作業時ρ最初!の疲労発現
部位は神経筋接続部ならん左越べている。
叉中枢性疲労を第』・義Eナる考え方も Simonson
BainbridgeC4劫，Lindhard(，Sirkina(41)(42)及び 4.)0
等によって唱えられたが脳髄の著明な A.Ch.減少
はとの間の事情を示し，末梢の運動神経終板の所在
地である館~，血液においで畏先に A.Ch. 減少する
のは末梢性疲労としてのとの間の関係を物語るもの
であろう。
上越の如く疲労は複雑なる因子により起るものと
考えられるが，との場合の A.Ch.の役割は意義深
きもので、あろう。
総 括 
1 正常時白鼠の A.Ch.含有量ば脳髄 5.1γ，脊髄 3.5r， 心筋 1.6y， 横紋筋 1.3r，血液 
1.3rである。 
2. Pikrotoxin:襲撃は中枢神経及び末梢系 A.Ch.含有査を著明に増加し?と。
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含有量を著明に増加した。A.Ch.血痘撃は特に脊髄内のychr仕S3. 
4. Urethan及び Ether麻酔は麻酔の程度に従って中枢及び末檎共に減少し，速やかな 
Ether麻酔時には徐々な Urethan麻酔時より減少は多く速やかであった。 
5.滋泳疲労時には脊髄に増加iしたが他ば減少し，特に血液内 A.Ch.の減少ほ著明であっ
た。 
6.副腎刻出後 A.Ch.含有量は中枢，末梢ともに減少した。 
7.副腎刻出後滋泳疲労をさせた場合の A.Ch.量は脳髄及脊髄では檎々増加したが，正常
動物色滋泳疲労をさせた場合に比較すると増加の度は少かった。 
8.副腎皮質ホルモンの注射は正常及菖I}腎別出後の滋泳時間を延長した。 
9.吾IJ腎皮質ホルモンの注射は副腎別間後 A.Ch.含有量の減少を少くし，滋泳疲労時には
注射をしたい揚合より増加した。 
10.皮質ホルモンの注射ぼ正常白鼠の A. Ch. 含有量を変化させf'J:~。

稿を終<;に臨み，終始御懇篤なあ御指導と本交の御校閲を賜りたる恩師小林教授に謹みで深甚¥

なる感謝の意を捧「。
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